
教育学院博士後期課程生の指導に関する申し合わせ 

（平成 22 年 10 月 15 日学院教授会決定） 

    

    

    下記の要領で，課程博士学位論文の執筆・提出を促進する体制を設けるものとする。 

       

１．指導教員・副指導教員による研究指導体制 

  博士後期課程に入学の時点で，博士論文の指導のための指導教員・副指導教員を配置する。副指 

導教員は１名または２名とする。博士後期課程の学生は，これらの教員から論文作成のための指導 

を日常的に受けるものとする。 

   副指導教員の選任にあたっては，指導教員が当該学生と合議の上で決定し，教授会に報告するこ 

ととする。 

 

２．博士学位論文中間発表会における論文検討 

   博士学位論文提出希望者は，学位論文予備審査委員会設置前に，提出予定の学位論文の内容及び 

論文作成計画とその進捗状況について発表しなければならない。この発表（博士学位論文中間発表 

会という。）の結果をふまえて，学位論文予備審査委員会の設置に向けての準備を始めることが適 

当であると指導教員が認めた場合，総合研究の単位認定を申請することができる。 

   博士学位論文中間発表会は，指導教員からの事前の申し出を受けて，事務部教務担当が会場を設 

定し，開催を広く周知するとともに，当日の会場案内を行うものとする。 

 

３．この申し合わせは，課程博士のみに限定することとし，論文博士には適用しないものとする。 

 

      附 記 

  この申し合わせは，平成 22 年 10 月 15 日から実施し，平成 22 年度入学者から適用する。    

 

        附 記（平成 24 年 11 月 16 日学院教授会決定） 

  この申し合わせは，平成 24 年 12 月１日から実施し，平成 22 年度入学者から適用する。 

 

     附 記（令和５年１月 20 日学院教授会決定） 

  この申し合わせは，令和５年１月 20 日から実施し，令和４年度入学者から適用する。 

 


